
（岐阜県）

日
本
最
古
の
戸
籍
を
持
つ
土
地
に
開
花 

水
栓
バ
ル
ブ
製
造
の
中
心
地

　

岐
阜
県
の
南
西
部
に
あ
っ
て
、
県
都
・
岐
阜
市
の

北
隣
に
位
置
す
る
山
県
市
は
平
成
15（
２
０
０
３
）年

４
月
１
日
、
旧
山
県
郡
高
富
町
、
同
美
山
町
、
同

伊
自
良
村
の
２
町
１
村
が
合
併
し
て
市
制
を
施

行
。
新
市
と
し
て
の
歩
み
を
開
始
し
た
。
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
４
月
１
日
に
は
、
市
制
施
行
20
周

年
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

市
名
の「
山
県
」は
、
直
接
的
に
は
郡
名
の「
山
県
」

か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
山
県
」
は
も
と

も
と
、
わ
が
国
に
現
存
す
る
最
古
の
戸
籍
と
さ
れ

る
正
倉
院
御
物
「
御み
の
の
く
に

野
国
戸
籍
」
に
記
さ
れ
た
地
名

の
一
つ
「
御み
の
の
く
に

野
国
山や

ま
が
た
ぐ
ん

方
郡
三み

い

だ

り

井
田
里
戸
籍
」
の
「
山

方
」
か
ら
来
て
お
り
、
地
名
と
し
て
非
常
に
古
い
由

緒
を
持
つ
。
戸
籍
が
作
ら
れ
た
の
は
奈
良
時
代
が

始
ま
る
直
前
の
飛
鳥
時
代
末
期
で
、
１
３
０
０
年

以
上
も
前
の
大
宝
２（
７
０
２
）年
と
さ
れ
る
。

　

飛
鳥
時
代
末
期
は
大
和
政
権
に
よ
る
中
央
集
権

国
家
の
建
設
（
律り
つ
り
ょ
う令

制
度
の
開
始
）
が
ま
さ
に
本

格
化
し
よ
う
と
す
る
時
期
だ
。
そ
の
基
盤
は
ど
こ

に
誰
が
暮
ら
し
て
い
る
か
を
明
確
化
す
る
た
め
の

戸
籍
づ
く
り
と
、
そ
れ
に
伴
う
氏
姓
の
確
定
に
あ
っ

た
。
そ
の
戸
籍
の
記
録
を
基
に
課
税
を
行
い
、
兵
役

を
課
す
た
め
の
資
料
を
作
っ
た
り
し
た
わ
け
だ
が
、

現
存
最
古
の
戸
籍
の
一
つ
「
御
野
国
山
方
郡
三
井
田

里
戸
籍
」
は
、
現
在
の
山
県
市
の
エ
リ
ア
に
、
当
時

か
ら
都
の
管
理
体

制
が
正
確
に
及
ぶ
集

落
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

南
北
に
細
長
い
山
県
市

（
面
積
約
２
２
１
・
98
㎢
）

の
地
勢
の
特
徴
は
、
標
高

１
０
０
０
ｍ
級
の
山
地
か

ら
な
だ
ら
か
な
丘
陵
部
に

至
る
中
山
間
地
の
占
め
る
部
分（
主
に
北
部
の
美
山

地
域
・
伊
自
良
地
域
／
市
域
全
体
の
森
林
比
率
は

約
84
％
）が
多
い
こ
と
に
あ
る
。
中
心
市
街
地
は
木

曽
川
水
系
の
１
級
河
川
／
武
儀
川
・
鳥
羽
川
・
伊

自
良
川
の
周
辺
な
ど
、
濃
尾
平
野
に
続
く
南
部
の

市 政 ル ポ 山
や ま が た

県市

令和5年12月開催「市制施行20周年記念式典」。背後の写
真は地元の偉人・早矢仕有的（洋書輸入の丸善、横浜正
金銀行、横浜市立大学医学部の実質的創設者）

林
はやし

　宏
ひろまさ

優
山県市長

子
育
て
支
援
日
本
一
か
ら
子
育
ち
応
援
日
本
一
の
ま
ち
へ

持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
展
開
・
山
県
方
式
の
教
育
改
革

丸善の創業者・早矢仕有的（美山地域出身）はハヤシライ
スの考案者としても有名。地元食材を使った山県ハヤシ
ライスは人気の地元グルメだ
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平
た
ん
地（
主
に
高
富
地
域
）に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

山
県
市
内
に
鉄
道
駅
は
な
い
。
だ
が
、
県
都
・

岐
阜
市
と
は
、
市
域
を
南
北
に
貫
く
国
道
２
５
６

号
や
主
要
地
方
道
岐
阜
美
山
線
な

ど
で
直
結
し
て
い
る
。
名
鉄
岐
阜
駅

お
よ
び
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
と
山
県
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
（
高
富
地
域
、
令
和
３

／
２
０
２
１
年
開
業
）
と
の
間
に
は
、

市
内
各
地
を
経
由
す
る
高
頻
度
の
路

線
バ
ス（
所
要
時
間
約
30
分
）が
運
行

さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
駅
か
ら
最
も
近

い
両
市
の
境
界
線
ま
で
の
距
離
は
約

９
㎞
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
山
県
市

は
、
岐
阜
連
携
都
市
圏
の
中
心
地
・

岐
阜
市
か
ら
至
近
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

一
方
に
お
い
て
、
山
県
市
は
近
代

以
前
か
ら
、
地
域
の
山
林
や
豊
富
な
水
資
源
を
生

か
し
た
モ
ノ
づ
く
り
（
地
元
産
材
を
使
っ
た
木
製
品

の
生
産
な
ど
）
が
盛
ん
な
土
地
柄
だ
っ
た
。
さ
ら
に

昭
和
以
降
は
「
日
本
の
水
栓
バ
ル
ブ
工
業
の
発
祥
の

地
」（
美
山
地
域
）と
し
て
も
知
ら
れ
て
き
た
。
現
在

も
全
国
ト
ッ
プ
の
水
栓
バ
ル
ブ
工
業
の
集
積
（
山
県

市
は
全
国
シ
ェ
ア
の
約
40
％
を
生
産
し
、
給
排
水

用
バ
ル
ブ
・
コ
ッ
ク
の
製
造
品
出
荷
額
は
岐
阜
県

が
全
国
一
）
が
あ
り
、
貴
重
な
雇
用
の
場
を
形
成
し

て
い
る
。

　
「
現
代
の
山
県
市
を
構
成
し
て
い
る
エ
リ
ア
の
基

幹
産
業
は
、
古
来
、
豊
か
な
森
林
資
源
や
水
資
源

を
活
用
し
た
林
業
、
製
紙
業
（
美
濃
紙
）、
養
蚕
業
、

さ
ら
に
は
水
稲
栽
培
、
露
地
野
菜
の
生
産
を
中
心

と
す
る
農
業
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
８（
１
９
３
３
）年
に
、
美
山
地
域

出
身
者
が
、
名
古
屋
で
水
栓
バ
ル
ブ
の
製
造
技
術
を

身
に
着
け
て
帰
郷
。
自
ら
製
造
会
社
を
興
し
、
事
業

を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
後
の
復
興
期
や
高
度

経
済
成
長
時
代
を
通

じ
て
、
水
栓
バ
ル
ブ

の
製
造
に
必
要
な
鋳

造
、
鍛
造
、
金
属
加

工
、
樹
脂
加
工
、
メ
ッ

キ
、
研
磨
な
ど
の
多

様
で
総
合
的
な
工
業

技
術
の
蓄
積
が
な
さ

れ
る
と
と
も
に
、
各

製
造
会
社
が
山
県
市

に
立
地
し
て
い
く
契

機
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
山
県
市
に
は
現
在

も
水
栓
バ
ル
ブ
の
製
造
工
程
を
担
う
企
業
約
１
０
０

社
が
操
業
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
林
宏
優
山
県
市
長
は
、
山
県
市
高
富

地
域
の
出
身
だ
。
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
４
月
に

旧
高
富
町
役
場
に
入
職
後
、
合
併
の
年（
平
成
15
年
）

に
保
健
福
祉
部
長
へ
就
任
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

議
会
事
務
局
長
や
総
務
部
長
な
ど
の
要
職
を
経
て
、

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
12
月
に
山
県
市
役
所
を
退

職
。
翌
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
４
月
に
実
施
さ
れ

た
山
県
市
長
選
に
出
馬
し
て
当
選
し
た
。
本
年
（
令

和
8
／
２
０
２
６
年
）
４
月
に
は
就
任
か
ら
４
期
15

年
目
を
迎
え
る
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り（
製
造
業
）が
盛
ん
な
ま
ち
は
、
全

国
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
山
県
市
の
場
合
、
モ
ノ
づ
く
り
の
中
心
に
全

国
シ
ェ
ア
約
40
％
を
誇
る
水
栓
バ
ル
ブ
の
製
造
が

「恋人の聖地」にも認定された伊自良湖は伊自良川をせき止めて造
られた人造湖。四季折々の景観の美しさとワカサギ釣りでも有名

山県市から岐阜市を貫流する長良川の支川・伊自良川 令和3年6月開業の山県バスターミナル（東海環状自動車道高架下横）から
岐阜駅までは約30分。構内には地元JA直営のカフェ &物販店も

7月の夕暮れにともされる甘南美寺（伊自良湖畔）の竹灯
籠。神秘的な美しさが訪れる者の心を優しく癒やす

山県市

岐阜市
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あ
り
、
そ
れ
を
核
に
し

て
幅
を
広
げ
て
き
た
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

水
栓
バ
ル
ブ
の
製
造

過
程
に
必
要
な
、
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
加
工
技
術

を
持
つ
企
業
群
が
立
地

し
、
互
い
に
連
携
し
て

支
え
合
い
、
最
近
で
は

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど

の
最
先
端
技
術
の
導
入

が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

新
技
術
の
導
入
に
よ
る

新
陳
代
謝
が
絶
え
ず
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
水
栓

バ
ル
ブ
製
造
の
日
本
の

中
心
地
で
あ
る
こ
と
に

決
し
て
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
常
に
成
長
と
革
新

を
続
け
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
、
雇
用
の
場
の

維
持
・
創
出
な
ど
と
と
も
に
、
水
栓
バ
ル
ブ
を
核

と
す
る
製
造
業
は
、
山
県
市
の
地
域
活
性
化
を
産

業
面
か
ら
支
え
て
く
れ
る
大
き
な
存
在
と
い
え
ま

す
」（
林
市
長
）

　

林
市
長
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
総
合
的
な

金
属
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
高
度
な
加
工
技
術

が
必
要
な
水
栓
バ
ル
ブ
の
製
造
は
、
各
種
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
、
金
属
製
品
、
汎は
ん
よ
う用
機
械
器
具
、

非
鉄
金
属
製
造
な
ど
幅
広
い
分
野
の
モ
ノ
づ
く
り

技
術
の
蓄
積
を
も
、
山
県
市
に
も
た
ら
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
高
度
な
金
属
加
工
技
術
を
伴
う
水
栓

バ
ル
ブ
製
造
の
企
業
群
が
集
積
し
て
い
る
環
境
を

背
景
に
、
山
県
市
で
は
岐
阜
県
と
の
共
同
で
、
よ

り
成
長
性
の
高
い
新
事
業
へ
の
参
入
や
、
Ｄ
Ｘ
な

ど
の
活
用
で
多
業
種
連
携
に
よ
る
製
品
開
発
、
医

療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
の
新
領
域
へ
の
事
業
参
入

も
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
民
間
主
導
の
各
種
事

業
の
展
開
が
、
Ｇ
Ｘ
の
促
進
な
ど
に
よ
る
生
産
性

の
改
革
と
相
ま
っ
て
、
こ
れ
か
ら
先
に
も
質
の
高

い
雇
用
の
創
出
を
さ
ら
に
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

や
、
地
域
内
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
経

済
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
な
ど
も
見
込
ま
れ

て
い
る
。

目
標
・
子
育
て
支
援
日
本
一
か
ら 

子
育
ち
応
援
日
本
一
の
ま
ち
へ

　

そ
ん
な
山
県
市
に
お
け
る
最
大
の
地
域
課
題
は
、

や
は
り
、
一
部
の
大
都
市
圏
を
除
い
た
全
国
の
都

市
に
共
通
す
る
人
口
減
少
の
抑
制
だ
。
山
県
市
エ

リ
ア
の
人
口
は
昭
和
40
年
代
初
頭
か
ら
増
加
傾
向

を
続
け
て
い
た
も
の
の
、
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
で

は
平
成
７（
１
９
９
５
）年
の
３
万
１
５
３
４
人（
住

民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
で
は
平
成
15
年
４
月
１
日

／
合
併
時
の
３
万
１
６
９
４
人
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
入
り
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
12
月
１
日

現
在
で
は
２
万
４
３
９
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
は
全
国
共
通
の
ト
レ
ン
ド

で
あ
り
、
あ
ら
が
い
が
た
い
現
実
で
も
あ
る
。
そ

の
た
め
、
人
口
減
少
を
課
題
と
す
る
全
国
の
自
治

体
は
周
知
の
通
り
、
狭
い
パ
イ
の
中
で
の
い
た
ず

ら
な
人
口
獲
得
競
争
で
な
く
、
暮
ら
し
や
す
さ
や

子
育
て
環
境
の
拡
充
な
ど
自
ら
の
魅
力
を
高
め
る

こ
と
に
よ
り
「
選
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
へ

と
、
努
力
の
シ
フ
ト
を
切
り
替
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に

個
性
的
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
傾

向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

山
県
市
に
お
け
る
「
選
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
子
育
ち
応
援
日
本

一
の
ま
ち
」
だ
。
か
ね
て
よ
り
「
子
育
て
支
援
日
本

一
」を
目
標
に
推
進
し
て
き
た「
子
育
て
支
援
策
」の

さ
ら
な
る
拡
充
に
加
え
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年

３
月
に
策
定
し
た
「
第
３
次
山
県
市
総
合
計
画
基
本

構
想
～
自
然
と
活
力
調
和
プ
ラ
ン
」
の
将
来
都
市
像

を
「
子
育
ち
応
援
の
ま
ち 

山
県
市
」
と
し
た
ほ
か
、

水栓バルブ製造発祥の地ともされる美山地域。案内看板の「FACTORY CITY ヤマガタ」の文
字が目を引く

美山地域に咲く可憐なイワザクラ（開花期は4月）
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山県市　市 政 ル ポ

（岐阜県）

同
年
に
は『
山
県
市「
子
育
ち
」応
援
条
例
』も
制
定

し
て
い
る
。

　

行
政
が
支
援
す
る
子
育
て
の
カ
タ
チ
か
ら
、
子

ど
も
が
自
ら
成
長
し
て
い
く
力
が
自
然
に
醸
成
さ

れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
へ
の
転
換
。
行
政
・
地
域
・

住
民
が
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
有

機
的
に
果
た
し
つ
つ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見

守
る
環
境
の
総
合
的
な
整
備
に
取
り
組
む
べ
く
、

次
世
代
育
成
の
目
標
を
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
へ
、
す

な
わ
ち
従
来
の「
子
育
て
支
援
日
本
一
」か
ら「
子
育

ち
応
援
日
本
一
」へ
と
切
り
替
え
た
の
だ
。

　
「
私
が
市
長
に
就
任
し
た
平
成
23
年
４
月
当
時
、

山
県
市
は
前
年
度
（
平
成
22
年
度
）
に
県
内
唯
一
の

起
債
許
可
団
体
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
の
ま
ま

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
財
政
破
綻
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
緊
急
事
態
に
陥
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
ま
ず
は
、
行
財
政
改
革
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

私
自
身
、
市
長
選
に
出
た
要
因
の
一
つ
は
そ
こ

に
あ
り
ま
し
た
。
就
任
前
に
は
市
の
総
務
部
長
を

務
め
て
い
た
経
緯
か
ら
も
、
ま
ず
は
行
財
政
の
改

善
に
不
可
欠
な
構
造
改
革
を
断
行
す
る
と
同
時
に
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
優
先
順
位
を
付
け
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
く
た
め
『
次
代
に
責
任
の
持
て
る

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
』
へ
の
道
筋
を
、
具
体
的

な
形
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
提
示
し
な
が
ら
、
理
解

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
市

長
就
任
後
の
基
本
政
策
の
第
一
に
掲
げ
た
の
が
、

行
財
政
改
革
へ
の
理
解
を
要
請
す
る
と
と
も
に
『
対

話
と
共
感
で
行
う
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
へ
の

訴
え
か
け
で
し
た
。

　

市
長
選
を
通
じ
て
、
私
は
特
に
市
民
か
ら
山
県

市
の
市
政
に
関
す
る
生
の
声
（
本
音
）
を
よ
く
聞
く

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
当
選
後
も
市
民
と
の
座
談

会
を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
身
を
切
る
改
革
の
一
環
と
し
て
、
ま

ず
は
市
長
報
酬
の
カ
ッ
ト
を
実
施
す
る
一
方
、
市

民
の
声
を
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
市
政
に
反
映
す
る

上
で
し
ば
し
ば
障
壁
に
な
る
、
縦
割
り
の
役
職
の

多
さ
の
弊
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
岐
阜
県
内
の
市

で
は
初
め
て
部
長
職
を
な
く
す
な
ど
、
機
構
改
革

に
よ
る
職
員
数
の
削
減
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
ま
で
部
長
職
に
い
た
の
に
な
ん
だ
と
い
う

声
が
聞
こ
え
な
い

で
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た（
笑
）。
し

か
し
、
こ
れ
は
自

分
が
部
長
に
在
任

し
て
い
た
頃
か
ら

の
思
い
を
、
具
現

化
し
た
取
り
組
み

で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
過

程
に
お
い
て
、
就

任
当
初
か
ら
、
重

点
施
策
の
中
で
も

特
に
重
視
し
て
き

た
の
が
、
子
育
て

支
援
お
よ
び
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
に
関
す
る
各
種
の
施
策
で
し
た
」

（
林
市
長
）

　

財
政
問
題
に
関
し
て
は
、
現
在
も
実
質
公
債
比

率
が
比
較
的
高
く
、
実
質
単
年
度
収
支
は
若
干
の

赤
字
を
出
し
続
け
て
は
い
る
。
し
か
し
、
起
債
許

可
団
体
に
な
っ
た
翌
年
か
ら
の
迅
速
か
つ
多
角
的

な
努
力
が
実
り
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度
決
算

以
降
、
山
県
市
は
起
債
許
可
団
体
基
準
か
ら
脱
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
「
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
結
婚
し
、
子
育
て
で
き
る
環
境
整

備
」
を
図
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、
第
１
子
か
ら

の
新
生
児
誕
生
祝
い
金
制
度
・
高
校
生
年
代
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
・
学
校
給
食
無
償
化
・
教
材
費

美山支所跡地に令和7年4月オープン「いわ桜コミュニティセンター」。地元産材が
豊富に使われ、美山支所と交流・防災・観光拠点としても機能

「いわ桜コミュニティセンター」の横を流れる清流・神崎川の峡谷
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無
償
化
・
住
宅
の
新
築
祝
い
金
制
度
な
ど

の
他
、
救
急
病
院
の
確
保
、
各
種
防
災
対

策
へ
の
予
算
配
分
な
ど
を
、
行
財
政
改
革

の
推
進
と
並
行
し
な
が
ら
、
林
市
長
は
実

施
し
て
い
る
。

　

一
方
で
行
財
政
改
革
を
断
行
し
つ
つ
、

最
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
同
時
に
傾
注

し
て
き
た
子
育
て
支
援
の
各
種
取
り
組
み

を
通
じ
、
山
県
市
に
お
け
る
「
子
育
て
支

援
日
本
一
」
を
目
指
す
次
世
代
育
成
は
、

前
述
の
よ
う
に「
子
育
ち
応
援
日
本
一
」を

目
指
す
カ
タ
チ
へ
と
熟
成
し
て
き
た
こ
と

に
な
る
。

　

新
制
度
の
創
設
だ
け
で
な
く
、
市
制
施

行
当
時
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
推
進
さ
れ
て
き
た

山
県
市
な
ら
で
は
の
「
次
世
代
育
成
」
の
特
徴
的
な

取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
強
化
に
も
力
を
注
い
だ
。

例
え
ば
そ
れ
は
、「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
の
推
進
に
よ

る
、
子
ど
も
世
代
の
「
む
し
歯
罹り
か
ん患
ゼ
ロ
」
を
目
指

す
取
り
組
み
だ
。

Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指
数
・
全
国
ト
ッ
プ
と 

山
県
学
園
構
想
が
指
し
示
す
独
自
性

　
「
山
県
市
で
む
し
歯
予
防
を
目
的
に
、
フ
ッ
化
物

の
利
用
（
洗
口
／
口
内
洗
浄
）
を
開
始
し
た
の
は
、

市
制
施
行
と
同
年
の
平
成
15
年
に
厚
生
労
働
省
か

ら
『
フ
ッ
化
物
洗
口
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が
出
さ
れ

た
翌
年
、
平
成
16（
２
０
０
４
）年
か
ら
の
こ
と
で
、

市
制
施
行
直
後
か
ら
始
め
た
次
世
代
育
成
の
最
初

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　

フ
ッ
化
物
洗
口
は
同
時
期
に
開
始
し
た
岐
阜
県

全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
も
成
功
し
て
お
り
、
岐

阜
県
全
体
の
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指
数
（
12
歳
ま
で
に
む
し
歯

を
経
験
し
た
本
数
）は
現
在
０
・
３
。
新
潟
県
の
０
・

２
に
次
ぐ
、
全
国
第
２
位
の
地
位
を
10
年
以
上
保
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
令
和
６
年
度
の
山

県
市
の
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指
数
は
０
・
０
１
で
す
。

　

む
し
歯
経
験
１
本
以
下
を
示
す
０
・
１
を
達
成
し

た
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
以
降
、
着
々
と
０
本
に

近
づ
き
、
つ
い
に
現
在
の
０
・
０
１
と
い
う
、
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
近
い
水
準
を
達
成
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
こ
の
数
値
は
全
国
的
に
も
突
出
し
て
お
り
、

岐
阜
県
全
体
の
水
準
を
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
導

く
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」（
林
市
長
）

　

山
県
市
に
お
け
る
次
世
代
育
成
の
取
り
組
み
で

今
、
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
の
が
、

令
和
５
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
山
県
学
園
構
想
」

の
推
進
だ
。
前
述
の
よ
う
に
山
県
市
に
は
、
美
山

地
域
と
伊
自
良
地
域
を
中
心
に
中
山
間
地
が
多
い
。

山
県
市
内
に
は
公
立
小
学
校
が
９
校
、
公
立
中
学

が
３
校
あ
る
が
、
小
学
校
３
校
は
異
な
る
学
年
が

合
同
で
授
業
を
受
け
る
複
式
学
級
を
持
っ
て
お
り
、

４
校
は
全
学
年
１
学
級
ず
つ
し
か
生
徒
が
い
な
い
。

通
常
の
考
え
方
で
い
け
ば
、
統
廃
合
の
対
象
に
な

り
そ
う
な
小
学
校
が
多
い
わ
け
だ
が
、
山
県
市
で

は
小
・
中
学
校
12
校
が
全
て
、
そ
の
ま
ま
存
続
し

て
い
る
。

　
「
特
に
小
学
校
の
統
廃
合
を
実
施
す
る
と
、
山
県

市
の
環
境
に
お
い
て
は
、
中
山
間
地
を
か
な
り
遠

方
ま
で
歩
い
て
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
が
、
少
な
か
ら
ず
出
て
き
ま
す
。『
山
県
学
園

市指定天然記念物で継体天皇お手植えとされる満開の「おなみ桜」は山県
市の春の風物詩（乳児の森公園）

利平栗発祥の地・山県市の秋（10月）を彩る「山県市ふるさと栗祭り」。名物
イベント「栗つかみ」には毎年大行列ができる

築100年超の古民家を移住体験施設に衣替えした「古民家ちごのもり」
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構
想
』で
は
、
一
つ
に
は
そ
の
弊
害
を
避
け
る
た
め
、

規
模
の
小
さ
な
小
学
校
も
統
廃
合
せ
ず
、
逆
に
他

の
学
校
と
の
合
同
授
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
各
学
校
間
を
結
ぶ
方
式
を

取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
に
は
40
人
、
50
人

な
ど
一
定
以
上
の
人
数
が
い
た
方
が
効
果
的
な
も

の
と
、
20
人
以
下
、
30
人
以
下
の
少
人
数
の
方
が

効
果
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
山
県
学
園
構
想
は
、

そ
の
両
方
の
需
要
を
満
た
す
試
み
に
も
な
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。

　

東
京
な
ど
の
大
都
市
も
含
め
て
、
少
子
化
の
流

れ
の
中
で
今
、
全
国
的
に
小
学
校
の
統
廃
合
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、『
山
県
学
園
構
想
』
に
よ
る
統

廃
合
な
し
の
在
り
方
は
、
少
子
化
時
代
に
お
け
る

小
学
校
教
育
の
新
た
な
道
筋
の
一
つ
を
示
し
て
い

る
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
」（
林
市
長
）

　

山
県
市
で
は「
山
県
学
園
構
想
」を
さ
ら
に
充
実
化

さ
せ
て
い
く
べ
く
、
国
立
大
学
法
人
・
東
京
学
芸
大

学
と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
さ
ら
に
、
国
立
大
学
法

人
東
海
国
立
大
学
機
構
・
岐
阜
大
学
の
支
援
な
ど
も

受
け
つ
つ
、
令
和
７
年
３
月
に
「
山
県
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
５
」を
策
定
。「
山
県
学
園
構
想
」の
熟
成
・

展
開
を
積
極
的
に
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
で
は
「
学
校
に
行
け
な
い
、
行
き
づ
ら
い
子

ど
も
た
ち
」
へ
の
目
配
り
も
忘
れ
な
い
。
今
回
の
取

材
で
は
山
県
市
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
「
不
登
校
や
登
校
し
ぶ
り
」
な
ど
、
通
常
の

学
校
生
活
に
な
じ
め
な
い
子
ど
も
た
ち
の
通
所
施

設「
第
３
の
居
場
所
＝
こ
こ
ぷ
れ
」を
訪
問
し
た
。

　
「
こ
こ
ぷ
れ
」
は
、
小
学
生
は
10
時
～
12
時
、
中

学
生
は
９
時
半
～
昼
休
み
を
挟
ん
で
14
時
半
ま
で

自
由
に
利
用
で
き
る
。
元
は
多
目
的
集
会
室
だ
っ

た
と
い
う
館
内
に
は
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

学
習
机
も
さ
り
げ
な
く
配
置
さ
れ
て
勉
強
を
し
た

い
子
に
は
指
導
も
し
て
く
れ
る
。
卓
球
台
や
各
種

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
も
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、

何
も
し
な
い
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
て
も
い
い
。
学

校
に
行
け
な
い
、
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
家
庭
と
学
校
に
次
ぐ
、
ま
さ
に
第
３
の
居
場

所
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
学
校
に
行

き
た
く
な
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
い
つ
で
も
行
け
る
。

　

教
育
現
場
、
療
育
現
場
な
ど
で
経
験
を
積
ん
だ

職
員
た
ち
は
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
相
談
役
、

見
守
り
役
と
し
て
、
無
理
の
な
い
カ
タ
チ
で
子
ど

も
た
ち
の
社
会
へ
の
適
応
の
意
思
に
助
力
す
る
。

取
材
時
は
ま
だ
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
来
る
前
の

時
間
帯
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
尊

重
し
、
成
長
を
い
た
ず
ら
に
急
が
せ
な
い
懐
の
深

い
雰
囲
気
は
、
そ
れ
だ
け
で
持
続
可
能
な
世
界
を

実
現
す
る
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
目
標
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
理
念
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ

て
、
印
象
に
強
く
残
っ
た
。

　

林
市
長
が
当
初
か
ら
最
重
要
視
し
て
き
た
「
次
代

に
責
任
の
持
て
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
の
理

念
は
、
こ
う
し
た
細
部
へ
の
目
配
り
に
も
息
づ
く
。

「
子
育
ち
応
援
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
す
山
県
市

の
こ
れ
か
ら
の
歩
み
に
、
さ
ら
に
注
目
し
た
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
＝
令
和
７
年
10
月
22
日
）

美濃国守護・土岐氏最後の居城「大桑城」跡のある古城山は絶景スポットとして大人気だ

学校に行きづらい子どもたちのための第3の居場所「ここぷれ」。同様の施設の設置
を検討する自治体からの視察が絶えない
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